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裏表紙にも掲載しています



　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
る
と
、
か
つ
ら
ぎ

町
に
と
っ
て
初
め
て
の
出
来
事
が
多

か
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
４
月
に
は
町
内
の
企
業
な
ど
に
入

社
し
た
新
入
社
員
の
門
出
を
祝
う

「
か
つ
ら
ぎ
町
合
同
入
社
式
」
を
初

開
催
し
ま
し
た
。
町
と
町
商
工
会
の

共
催
で
、
町
内
企
業
の
連
携
を
深
め
、

か
つ
ら
ぎ
町
を
さ
ら
に
活
気
あ
る
魅

力
的
な
ま
ち
に
し
よ
う
と
の
目
的
で
、

７
事
業
所
か
ら
22
人
の
新
入
社
員
を

迎
え
開
催
し
ま
し
た
。

　
５
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
２
類
か
ら
５
類
に
変
更
さ

れ
、
よ
う
や
く
日
本
の
社
会
経
済
活

動
に
以
前
の
よ
う
な
活
気
が
戻
っ
て

き
ま
し
た
。
６
月
に
は
台
風
２
号
に

よ
る
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、
土
砂

崩
れ
や
河
川
の
氾
濫
、
床
上
浸
水
な

ど
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ

う
な
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

災
害
復
旧
・
復
興
に
は
、
町
外
・
県

外
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ま
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
８
月
に
は
４
年
ぶ
り
と
な
る
「
か

つ
ら
ぎ
夏
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素

は
町
議
会
運
営
に
対
し
、
ご
理
解
と

お
力
添
え
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

第
５
類
に
移
行
後
、
経
済
活
動
が

徐
々
に
活
発
に
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
イ

ベ
ン
ト
等
が
再
開
さ
れ
、
世
の
中
の

動
き
に
成
果
を
感
じ
ら
れ
る
時
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
世
界
で
は
、
い

ま
だ
戦
争
等
で
尊
い
命
が
失
わ
れ
て

い
る
の
を
見
る
と
、
こ
の
世
に
善
の

心
が
無
い
の
か
と
疑
い
た
く
な
り
ま

す
。
　
日
本
の
経
済
は
戻
り
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
昨
年
来
よ
り
異
常
な
物
価
高

騰
の
実
態
は
本
当
に
町
民
の
生
活
で

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
実
態
を
踏
ま
え
、
議
会
と
し
て

も
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
の
向
上
に
向
け

て
町
当
局
と
力
を
合
わ
せ
、
さ
ら
な

る
努
力
を
続
け
て
い
く
べ
き
と
決
意

を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
、
本
町
議
会
で
は
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
、
多
く
の
取
り
組
み

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
会

議
に
続
い
て
決
算
審
査
特
別
委
員
会

約
２
万
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
花
火
が
始
ま
る
と
会
場
は
身
動

き
と
れ
な
い
ほ
ど
の
混
雑
と
な
り
、

約
２
千
発
の
花
火
に
大
盛
り
上
が
り

で
し
た
。

　
昨
年
４
月
か
ら
11
月
末
ま
で
の
人

口
動
態
の
う
ち
、
社
会
増
減
は
13
人

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
４

歳
以
下
だ
け
を
見
れ
ば
７
人
増
で
あ

り
、
４
年
連
続
で
プ
ラ
ス
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
自
然
増
減
で
は
、
出

生
数
が
41
人
、
死
亡
者
数
は
1
9
3

人
で
あ
り
、
大
き
な
開
き
が
あ
り
ま

す
。
人
口
流
出
は
止
ま
っ
て
き
ま
し

た
が
、
出
生
数
の
減
少
に
は
歯
止
め

が
か
か
っ
て
お
ら
ず
、
少
子
化
対
策

は
町
と
し
て
の
焦
眉
の
課
題
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
加
え
て
、
団
塊
の
世

代
と
い
わ
れ
る
皆
さ
ま
が
後
期
高
齢

者
と
な
り
、
今
後
、
抜
本
的
な
高
齢

者
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
「
希
望
が
持
て
る
未
来
の
か
つ
ら

ぎ
町
」
実
現
の
た
め
、
引
き
続
き
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

の
録
画
配
信
を
開
始
し
、
ま
た
、
新

た
に
２
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置
し

て
議
会
の
立
場
か
ら
町
政
の
あ
る
べ

き
姿
を
調
査
・
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
住
民
懇
談
会
を
開
催
し
、
少

し
で
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
取

り
入
れ
、
行
政
へ
の
提
言
実
現
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
辰
年
と
な
る
本
年
、
龍
が
天
に
登

る
よ
う
に
か
つ
ら
ぎ
町
は
将
来
に
向

か
っ
て
大
き
く
羽
ば
た
く
好
機
の
年

で
あ
り
ま
す
。
京
奈
和
自
動
車
道
・

鍋
谷
ト
ン
ネ
ル
の
効
果
が
さ
ら
に
大

き
く
寄
与
し
て
多
く
の
方
々
が
本
町

を
訪
れ
、
そ
し
て
住
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が
、
町
の
発
展
に
つ
な
が
る
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
に
こ
の
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と

言
っ
て
い
た
だ
き
、
未
来
を
託
せ
る

よ
う
、
町
当
局
と
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
議
員
と
し
て
の
職
責
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
な
お
一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
　
結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

かつらぎ町議会議長 新
年
の
あ
い
さ
つ

溝北　好一
かつらぎ町長

中阪　雅則

2024
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町からのお知らせ

● 新型コロナワクチン接種に関するお知らせ

接種がお済みでない方

集団接種の日程

接種医療機関

　令和６年３月末に、公費での接種は終了予定です。接種を希望する方は
お早めに接種予約をしてください。最終接種日は、医療機関によって異な
りますので、接種予約の際にご確認ください。

　令和５年度の集団接種は、12月３日で終了しました。

　※接種日は予約時にご確認ください。　

　令和６年１月から接種可能医療機関が縮小されます。
　使用するワクチン　ファイザーXBB1.5（全医療機関）
　　　　　　　　　　第一三共ワクチンXBB1.5（北林医院のみ）

北林医院

前田医院

阪中外科
和歌山県立医科大学
附属病院　紀北分院
米田小児科医院

笠田東648-5

笠田東727

妙寺21-1

妙寺219

妙寺437-13

12歳以上

12歳以上

12歳以上

12歳以上

６カ月～11歳

22-1130

22-1070

22-7018

22-4600

22-3065

22-1277

22-7258

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

〇

×

医療機関名 住所 受付年齢 電話番号 FAX電話
予約

WEB
LINE

● 産前産後期間の
    国民健康保険税免除制度免除制度

　令和６年１月から、産前産後期間分（４カ
月）の国民健康保険税が免除されます。
対象　国民健康保険被保険者で令和５年11
月１日以降に出産した方。※出産とは、妊娠
85日（４カ月）以上の出産をいいます。（死
産、流産、早産および人工妊娠中絶を含む）
受付期間
　出産予定日の６カ月前から申請できます。
出産後の届出も可能です。

国民健康保険税の免除方法
　出産予定日または出産日の属する月の前月から
４カ月間相当分（多胎妊娠の場合は、出産予定日
または出産日の属する月の３カ月前から６カ月間
相当分）が減額されます。ただし、免除の対象と
なるのは令和６年１月以降の期間分です。
届出に必要なもの
・母子健康手帳など

問い合わせ
税額について　税務課住民税係（内線2042）
資格について　健康推進課保険年金係（内線2058）

問い合わせ　新型コロナワクチン接種相談窓口（☎22-2777）

公費での接種は３ 月末で終了
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町からのお知らせ

● 新庁舎建設予定地の決定
問い合わせ　総務課総務係（内線2226）

現
在
地
で
の
建
て
替
え
が
決
定

　
令
和
５
年
10
月
に
開
催
し
た
「
第
６

回
か
つ
ら
ぎ
町
庁
舎
建
設
検
討
委
員

会
」
に
て
、
現
在
の
場
所
で
の
建
て
替

え
を
含
め
候
補
地
４
案
を
提
示
。
同
委

員
会
か
ら
「
か
さ
上
げ
な
ど
を
し
て
現

在
の
場
所
で
建
設
す
る
」
と
の
決
定
報

告
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
受
け
、

町
の
方
針
と
し
て
「
浸
水
対
策
を
講
じ

た
上
で
、
新
庁
舎
は
現
在
の
場
所
で
建

て
替
え
る
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、「
庁
舎
建
設
基
本
構
想
」

を
策
定
し
、
防
災
拠
点
機
能
を
備
え
た

新
庁
舎
の
建
設
と
と
も
に
賑
わ
い
の
あ

る
場
所
と
な
る
よ
う
整
備
を
目
指
し
ま

す
。

役
場
庁
舎
の
役
割

　
役
場
庁
舎
は
、
福
祉
や
健
康
、
子
育

て
、
教
育
、
各
種
保
険
、
年
金
、
ま
ち

づ
く
り
な
ど
生
活
に
関
わ
る
す
べ
て
の

施
策
を
展
開
す
る
拠
点
で
す
。
さ
ら
に
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

災
害
発
生
時
に
は
応
急
対
策
・
復
旧
・

復
興
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
も
求
め
ら

れ
ま
す
。

経
過
　
現
庁
舎
は
昭
和
35
年
に
完
成
。
そ
の

後
、
増
改
築
を
重
ね
、
経
年
劣
化
な
ど

に
よ
る
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
２
月
、
各
種
団
体
の
代
表

や
住
民
で
構
成
し
た
「
か
つ
ら
ぎ
町
庁

舎
建
設
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

伴
う
執
務
面
積
の
縮
小
や
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
へ
の
対
応
が
困
難
な
ど
、
従
前
か

ら
の
課
題
の
根
本
的
な
解
決
に
至
ら
な

い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
そ
の
た
め
、
同
委
員
会
で
は
、

建
て
替
え
を
前
提
に
新
庁
舎
建
設
に
向

け
た
候
補
地
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
　

現
庁
舎
の
現
状
や
課
題
整
理
、
新
庁
舎

建
設
の
基
本
的
な
考
え
方
や
候
補
地
な

ど
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
耐
震
診
断

調
査
は
「
地
震
の
振
動
お
よ
び
衝
撃
に

対
し
て
倒
壊
し
、
ま
た
は
崩
壊
す
る
危

険
性
が
あ
る
」
と
い
う
結
果
で
し
た
。

加
え
て
、
耐
震
補
強
や
大
規
模
改
修
な

ど
行
う
場
合
、
壁
や
柱
な
ど
の
補
強
に

平成 27年２月　第１回庁舎建設検討委員会の開催
　現庁舎の現状と課題、新庁舎建設の基本的な考え方や候補地などを検討。

平成 27年７月 　第２回庁舎建設検討委員会の開催
　建設予定地を「かつらぎ総合文化会館野外ステージ西側」に決定。

平成 27年 10～ 12月　庁舎の耐震診断調査の実施
　現庁舎の「本館」と「東別館」の耐震診断調査を実施。

令和２年４月　第３回庁舎建設検討委員会の開催
　建設予定地が「紀の川洪水浸水想定区域」内に立地しており、今後大規模災害が
発生した場合、防災拠点としての機能を果たせないことが懸念されることを理由に
建設予定地の白紙を決定。

令和３年９月　第４回庁舎建設検討委員会の開催
　建設予定地の白紙を踏まえ、３案（笠田・大谷・妙寺）から「ＪＲ和歌山線大谷
駅付近に位置する紀北川上農業協同組合所有地（大谷選果場）」を候補地に決定。
　令和３年 11月　新庁舎建設にかかる住民アンケート調査の実施
　令和４年３月～令和５年８月　紀北川上農業協同組合と交渉
　紀北川上農業協同組合より「大谷選果場」は売却しない旨の報告を受理。

令和５年８月　第５回庁舎建設検討委員会の開催
　候補地が白紙になった旨を報告。

令和５年 10月　第６回庁舎建設検討委員会の開催
　新たな候補地を選定するにあたり、全国的な事例などを参考に浸水対策の検討を
重ねた結果、構造を工夫することなどで浸水リスクがあっても防災拠点としての機
能を図ることができると判断。現在の場所での建て替えを含め提示した候補地４案
から「かさ上げなどをして現在の場所で建設する」ことを決定。

令和５年 11月　町の方針を決定

新庁舎建設予定地決定までの経緯

本庁舎正面
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町からのお知らせ

令和５年分所得税の申告期間

2/16金
3/15金

　　　の確定申告、
町民税・県民税の申告準備は
お早めに！

所得税所得税
 

自
宅
か
ら
ス
マ
ホ
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
て
便
利
に
確
定
申
告

書
の
作
成
・
提
出
が
で
き
ま
す
。
今
年

も
申
告
会
場
を
開
設
し
ま
す
が
、
混
雑

し
ま
す
の
で
、
便
利
な
ス
マ
ホ
・
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
た
自
宅
か
ら
の
申
告

（e-tax

）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
９
〜
10
ペ
ー
ジ
）

 

確
定
申
告
の
手
引
き
や
用
紙
な
ど
は

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
１
月
下
旬

に
税
務
署
や
税
務
課
に
て
用
意
し
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
な
お
、
所
得
税
の
還
付
申
告
は
、
２

月
15
日
（
木
）
以
前
で
も
申
告
書
を
提

出
で
き
ま
す
。

配
布
」
で
取
得
で
き
ま
す
。「
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
か
ら
事
前
発
行
」
は
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
友
だ
ち
追
加

で
発
行
で
き
ま
す
。（
混
雑
の
状
況
に
よ

っ
て
は
、
入
場
整
理
券
の
当
日
配
布
を

早
め
に
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

期
間　
２
月
16
日
（
金
）
〜
３
月
15
日

（
金
）
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
※
土

日
祝
除
く

住
所　
紀
の
川
市
粉
河
８
７
８
―
２

②
橋
本
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
入
場
整
理
券
は
「
会
場
で
の
当
日
配

布
」
で
取
得
で
き
ま
す
。（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
の
発
行
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
）

　
橋
本
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

相
続
税
、
贈
与
税
、
土
地
・
建
物
・
株

式
等
の
譲
渡
所
得
等
の
相
談
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

期
間　
２
月
２
日
（
金
）
〜
２
月
８
日

（
木
）
の
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
除
く
）
※
土
日
祝

除
く

住
所　
橋
本
市
東
家
１
―
３
―
１

◆
役
場
申
告
相
談
会
場

　
役
場
申
告
相
談
会
場
で
は
確
定
申
告

と
町
民
税
・
県
民
税
の
申
告
の
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
青
色
申
告
の
方
、
土
地
・

建
物
・
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
る

方
、
災
害
な
ど
に
よ
る
雑
損
控
除
が

あ
っ
て
確
定
申
告
の
必
要
な
方
は
、
税

務
署
で
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
確
定
申
告
書
は
町
か
ら
税
務

署
へ
デ
ー
タ
引
継
に
て
提
出
し
ま
す
の

で
、
利
用
者
識
別
番
号
（
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
）
を
取
得
し
て
い
る
方
は
、
利

用
者
識
別
番
号
の
分
か
る
も
の
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
利
用
者
識
別
番
号
を

取
得
し
て
い
な
い
方
は
、
申
告
相
談
会

場
に
て
取
得
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
防
災
セ
ン
タ
ー
１
階

期
間　
２
月
７
日
（
水
）
〜
３
月
15
日

（
金
）
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
※
土

日
祝
除
く

・
花
園
支
所
１
階

日
程　
２
月
20
日
（
火
）
午
前
９
時
〜

正
午

　 

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た

方
は
、
町
民
税
・
県
民
税
の
申
告
は
不

要
で
す
が
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
必
要
が
な
い
方
で
も
、
令
和

６
年
１
月
１
日
現
在
か
つ
ら
ぎ
町
在
住

で
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
町
民
税
・

県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

◆
税
務
署
申
告
会
場

　
会
場
で
は
ス
マ
ホ
を
利
用
し
た
申
告

書
の
作
成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
会
場
へ
の
入
場
に
は
「
入
場
整

理
券
」
が
必
要
で
す
。

①
紀
の
川
市
商
工
会
館

   

入
場
整
理
券
は
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら

事
前
発
行
」
ま
た
は
「
会
場
で
の
当
日

町
民
税
・
県
民
税
の
申
告

問い合わせ
　税務課住民税係（内線2042）
　粉河税務署（☎0736-73-3301）

申
告
会
場

国税庁LINE
公式アカウント

申告書作成
コーナー
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● 所得税の確定申告、
    町民税・県民税の申告準備はお早めに！

①
営
業
、
農
業
、
不
動
産
、
利
子
、
配

当
、
一
時
、
雑
な
ど
の
所
得
が
あ
る
方

②
給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る
方

・
勤
務
先
か
ら
町
に
給
与
支
払
報
告
書

　
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い

・
給
与
以
外
の
所
得
が
あ
る

◆
事
業
所
得

　
農
業
や
営
業
な
ど
の
事
業
所
得
者
は
、

収
入
や
経
費
を
項
目
別
に
整
理
・
集
計

し
、
決
算
書
や
収
支
内
訳
書
を
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
医
療
費
控
除

　
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
支
出

し
た
医
療
費
や
、
高
額
療
養
費
・
保
険

金
等
の
給
付
を
受
け
た
金
額
を
集
計
し
、

医
療
費
控
除
の
明
細
書
を
作
成
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
家
屋

の
新
築
・
購
入
・
増
改
築
を
し
た
場
合
、

一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
、
特
別

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
必
要
書
類
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
年
末

残
高
証
明
書
、
家
屋
の
登
記
事
項
証
明

書
、
工
事
請
負
契
約
書
や
売
買
契
約
書

な
ど
で
す
。

　
申
告
の
内
容
に
よ
り
必
要
書
類
は
異

な
り
ま
す
。
不
明
な
点
な
ど
は
事
前
に

ン
キ
ン
グ
、
二
次
元
コ
ー
ド
を
使
っ
た

コ
ン
ビ
ニ
納
付
な
ど
）
の
活
用
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
民
税
・
県
民
税
申
告
書
は
、
１
月

中
旬
に
対
象
者
と
想
定
さ
れ
る
方
に
発

送
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
返
信
用
封
筒
で
役
場
税
務
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
書
が
届
い
て
な
い
場
合

で
も
、
申
告
が
必
要
な
方
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

申
告
し
て
い
た
だ
く
か
、
役
場
申
告
相

談
会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
児
童
手
当
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護

保
険
な
ど
の
所
得
状
況
が
反
映
さ
れ
る

制
度
を
利
用
し
て
い
る
、
ま
た
は
今
後

利
用
す
る
方
は
、
申
告
期
間
内
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　
各
制
度
の
詳
細
は
、
各
担
当
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
申
告
書
、
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所

　
得
な
ど
の
収
支
内
訳
書
・
決
算
書

・
税
務
署
か
ら
届
い
た
「
確
定
申
告
の

　
お
知
ら
せ
」

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ

　
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
保

　
険
証
な
ど
）

・
利
用
者
識
別
番
号
（
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

　
ワ
ー
ド
）
の
わ
か
る
も
の

・
給
与
・
年
金
の
源
泉
徴
収
票

・
控
除
を
受
け
る
た
め
の
証
明
書
（
地

　
震
保
険
料
や
生
命
保
険
料
の
控
除
証

　
明
書
、
国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
書

　
な
ど
）

・
医
療
費
控
除
の
明
細
書
（
医
療
費
の

　
通
知
な
ど
）

・
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
は
振

　
込
先
の
金
融
機
関
口
座
名
・
番
号
な

　
ど

・
前
年
の
申
告
書
な
ど
の
控
え

　
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
納
期
限
は
令
和
６
年
３
月
15
日

（
金
）で
す
。※
振
替
納
税
を
利
用
の
方

の
振
替
日
は
、
令
和
６
年
４
月
23
日

（
火
）

　
便
利
な
納
付
方
法
（
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

納
付
・
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

事
前
準
備

申
告
相
談
会
場
に
持
参
す
る
も
の

町
民
税
・
県
民
税
の
申
告
の
送
付

所
得
状
況
な
ど
が
反
映
さ
れ
る
制
度

所
得
税
の
納
付

国税庁
ホームページ
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所
得
税
、
町
民
税
・
県
民
税
の
申
告

で
は
、
令
和
５
年
中
（
令
和
５
年
１
月

〜
12
月
）
に
納
付
し
た
国
民
健
康
保
険

税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護

保
険
料
を
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

所
得
金
額
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
年
金
か
ら
直
接
差
し
引
か

れ
る
分
は
、
年
金
受
給
者
本
人
し
か
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、国
民
健
康
保
険
税・後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
年
間

納
付
済
額
の
お
知
ら
せ
は
、
令
和
６
年

１
月
下
旬
に
発
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

要
件

①
身
体
に
障
害
の
あ
る
高
齢
者
で
、
そ

　
の
障
害
の
程
度
が
身
体
障
害
者
手
帳

　
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
と
同
程
度

　
の
方
。

②
認
知
症
高
齢
者
で
、
そ
の
障
害
の
程

　
度
が
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

　
る
方
と
同
程
度
の
方
。

※
２
月
か
ら
の
確
定
申
告
に
利
用
す
る

場
合
の
申
請
受
付
は
、
１
月
４
日（
木
）

か
ら
で
す
。

※
認
定
証
は
即
日
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
推
進
課
介
護
保
険

係
（
内
線
２
０
５
２
）

国
民
健
康
保
険
税
…
税
務
課
徴
収
係 

（
内
線
２
０
４
１
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
健
康
推
進

課
保
険
年
金
係
（
内
線
２
０
５
６
）

介
護
保
険
料
…
健
康
推
進
課
介
護
保
険

係
（
内
線
２
０
５
２
）

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
次
の
い
ず
れ

か
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
く

て
も
、
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
所
得

税
や
町
民
税
・
県
民
税
の
障
害
者
控

除
・
特
別
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
認
定
を
希
望
す
る
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開催日　 2 月 ４ 日（日） ※雨天中止
実施種目
  Ａコース(１km）
　小学低学年（１・２年男女）
  Ｂコース（1.5km）
　小学中学年（３・４年男女）
  Ｃコース（２km）
　小学高学年（５・６年男女）
　一般男女（40歳以上）
  Ｄコース（３km）
　中学女子、一般女子
  Ｅコース（４km）
　中学男子、一般男子
参加資格
　町内外を問わず、健康な方であれ
ば誰でも参加できます。ただし、小・
中学生は保護者の許可を得て、お申し
込みください。
費用　無料
申込方法
　教育委員会、各公民館などに用意
している参加申込書（誓約書）に必要
事項を記入し、町内の小・中学生は各
学校へ、その他の方は生涯学習課へ
提出してください。
※保護者の方は併走も可能です。
申込期限
１月１５日（月）午後５時必着

申し込み・問い合わせ
三谷マラソン実行委員会（三谷公民
館内　☎22-2184）・生涯学習課ス
ポーツ振興係（内線3018）

第 ４２ 回 三谷マラソン
参 加 者 募 集

障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定

確
定
申
告
な
ど
に
お
け
る
社
会
保
険

料
控
除
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申
告
期
限

　
町
で
は
、
申
請
要
件
に
該
当
す
る
場

合
、「
か
つ
ら
ぎ
町
過
疎
地
域
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る

条
例
」
に
基
づ
き
、
固
定
資
産
税
の
課

税
免
除
の
適
用
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

 

町
内
に
て
製
造
業
、
旅
館
業
、
農
林

水
産
物
等
販
売
業
お
よ
び
情
報
サ
ー
ビ

ス
業
等
の
事
業
に
用
い
る
建
物
（
当
該

建
物
に
係
る
土
地
も
含
む
）
お
よ
び
設

備
を
令
和
５
年
１
月
２
日
〜
令
和
６
年

１
月
１
日
ま
で
に
取
得
等
（
※
）
し
た

場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
「
取
得
等
」
と
は
、
取
得
ま
た
は
製

作
も
し
く
は
建
設
を
い
い
ま
す
。
建
物

お
よ
び
そ
の
附
属
設
備
に
あ
っ
て
は
改

修
（
増
築
、
改
築
、
修
繕
ま
た
は
模
様

替
え
を
い
う
）
の
た
め
の
工
事
に
よ
る

取
得
ま
た
は
建
設
を
含
み
ま
す
。

 

新
過
疎
法
の
固
定
資
産
税
課
税
免
除

の
申
告
期
限
は
１
月
31
日
（
水
）
で
す
。

◆
令
和
６
年
度
主
な
適
用
要
件

①
青
色
申
告
を
行
う
法
人
ま
た
は
個
人

が
令
和
５
年
１
月
２
日
〜
令
和
６
年
１

月
１
日
ま
で
に
取
得
等
し
た
設
備
で
あ

る
。

②
製
造
業
、
旅
館
業
（
下
宿
業
は
除

く
）
、
農
林
水
産
物
等
販
売
業
お
よ
び

情
報
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
い
ず
れ
か
で
あ

る
。

③
設
備
の
取
得
価
格
の
合
計
額
が
、
５

０
０
万
円
以
上
。
た
だ
し
、
対
象
業
種

が
製
造
業
お
よ
び
旅
館
業
の
場
合
、
資

本
金
規
模
が
５
０
０
０
万
円
超
１
億
円

以
下
の
事
業
者
は
取
得
価
格
１
０
０
０

万
円
以
上
。
１
億
円
超
の
事
業
者
は
２

０
０
０
万
円
以
上
。

※
資
本
金
額
５
０
０
０
万
円
超
の
法
人

は
業
種
に
関
わ
ら
ず
「
新
設
・
増
設
の

み
」
対
象
で
す
。

※
右
記
の
要
件
以
外
に
も
課
税
免
除
を

受
け
る
た
め
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
や
申
請
書
類
な
ど
は
、
お
問
い
合
わ

せ
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
（
内
線
２
０
４
３
）

● 
新
過
疎
法
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

　固定資産税・都市計画税は１月１日（賦課期
日）現在で町内に土地・家屋・償却資産を所有
する方に対して課税します。
　税務課では町内の家屋の状況把握に努めてい
ますが、取り壊しの連絡がない場合は、取り壊
しの確認ができず、翌年度以降も引き続き課税
する恐れがあります。
　１月２日から翌年１月１日までの間に家屋の
全部または一部を取り壊した方は、取り壊した
床面積の大小に関わらず、翌年１月31日までに
固定資産税係までご連絡ください。
　なお、登記のある家屋を取り壊し、すでに法
務局で取り壊しに関する手続きが済んでいる場
合は、連絡は不要です。

問い合わせ　税務課固定資産税係(内線2043)

 「かつらぎ町地域福祉計画」の最終年
度を「令和５年度」から「令和６年
度」まで延長します。※延長に伴う福
祉施策への影響はありません。
　町では、総合的な地域福祉の推進を
図るため、平成31年３月に「第２次か
つらぎ町地域福祉計画」を策定し、計
画に従った事業を実施しています。
　上位計画である「第４次かつらぎ町
長期総合計画」の延長に伴い、「かつら
ぎ町地域福祉計画」の計画期間を令和
６年度まで延長することになりまし
た。

問い合わせ　住民福祉課福祉係
　　　　　　（内線2060）

● 家屋を取り壊した方への
    お知らせ

●  「かつらぎ町地域福祉
     計画」の計画期間延長

新
過
疎
法
（
過
疎
地
域
の
持
続
的
発

展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に

お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
）



　相談の秘密は守られます。一人で悩まず、お気軽にご相
談ください。
●かつらぎ町児童虐待相談ダイヤル（☎22-8877）
●伊都振興局健康福祉部（☎0736-42-3210）
●和歌山県子ども・女性・障害者相談センター
  （☎189または073-445-5312）
●緊急を要する場合→かつらぎ警察署（☎22-0110）

相談・問い合わせ相談・問い合わせ
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町からのお知らせ

面
前
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）

　
子
ど
も
の
前
で
の
夫
婦
げ
ん
か
は
、

面
前
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）
と
呼
ば
れ
、
心
理
的
虐
待

に
あ
た
り
ま
す
。

　
直
接
的
に
暴
力
を
受
け
な
く
て
も
、

Ｄ
Ｖ
を
見
聞
き
し
て
育
つ
子
ど
も
は
心

身
に
傷
を
負
い
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長

や
発
達
に
悪
い
影
響
を
与
え
、
成
長
後

も
突
然
、
当
時
と
同
じ
よ
う
な
恐
怖
や

感
情
が
よ
み
が
え
っ
て
苦
し
む
な
ど
、

そ
の
後
の
人
生
に
も
影
響
し
ま
す
。

夫
婦
げ
ん
か
が
子
ど
も
に
与
え
る
影
響

　
夫
婦
げ
ん
か
を
見
聞
き
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
は
脳
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
ま
す
。

　
子
ど
も
は
自
分
の
せ
い
で
け
ん
か
し

て
い
る
の
か
と
不
安
に
な
っ
た
り
、

「
自
分
は
何
も
で
き
な
い
」
と
い
う
無

力
感
や
罪
悪
感
を
抱
え
た
り
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
の
こ
と
が
成
長
や
発
達
に
悪
い
影

響
を
与
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
ス
ト

レ
ス
に
よ
る
体
調
不
良
や
学
力
の
低
下
、

不
登
校
な
ど
、
だ
ん
だ
ん
と
良
好
な
人

間
関
係
が
も
て
な
く
な
る
、
社
会
参
加

が
し
に
く
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

夫
婦
げ
ん
か
を
目
撃
し
た
子
ど
も
が
感

じ
る
こ
と

「
僕
（
私
）
は
大
切
に
さ
れ
て
な
い
の

か
な
…
。」

「
怒
っ
て
る
マ
マ
と
パ
パ
怖
い
な
…
。」

「
僕
（
私
）
の
せ
い
で
け
ん
か
し
て
い

る
の
か
な
…
。」

さ
ら
に
心
身
・
行
動
に
も
影
響
が

◆
心
身

・
自
分
な
ん
て
必
要
な
い
と
思
う
。

・
不
安
な
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

　
な
く
な
る

・
頭
痛
・
腹
痛
・
吐
き
気
な
ど
の
身
体

症
状
が
現
れ
る
。

◆
行
動

・
友
達
と
う
ま
く
遊
べ
な
く
な
る

・
け
ん
か
や
暴
力
が
増
え
る

・
学
校
・
保
育
園
な
ど
に
行
き
た
が
ら

　
な
い

※
将
来
的
に
は
、
家
庭
内
暴
力
・
不
登

校
・
う
つ
な
ど
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
。

夫
婦
間
で
意
見
が
合
わ
な
い
と
き

　
子
ど
も
の
い
な
い
場
所
や
時
間
帯
で
、

ゆ
っ
く
り
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
※
子
ど
も
が
別
の
部
屋

に
い
た
り
、
寝
て
い
た
り
し
て
も
、
夫

婦
げ
ん
か
は
伝
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

気
軽
に
相
談
・
連
絡

　
時
に
は
、
保
護
者
自
身
が
休
む
こ
と

も
大
切
で
す
。
勇
気
を
も
っ
て
S
O
S

を
出
し
ま
し
ょ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

（
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。
少
し
で
も
困
っ
た
こ

と
、
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
一
人
で

悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

令和５年度児童虐待防止推進月間最優秀標語
あなたしか　気づいてないかも　そのサイン

● 虐待はとても身近な問題
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町からのお知らせ

● 新入学準備金の入学前支給

申請・問い合わせ　教育総務課総務係
　（☎22-0303・内線3013）

　
町
で
は
、
家
庭
の
経
済
的
理
由
に
よ

り
お
困
り
の
方
に
対
し
て
、
学
用
品
費

な
ど
学
校
で
の
学
習
に
必
要
な
費
用
を

援
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
小
学
校
に
入
学
す
る
子
ど
も
の
家
庭

を
対
象
に
就
学
援
助
費
の
う
ち
入
学
前

に
必
要
な
「
新
入
学
学
用
品
費
（
入
学

準
備
金
）」の
支
給
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
申
請
し
な
く
て
も
、
４
月
に
申

請
し
認
定
さ
れ
た
方
に
は
、
第
１
回
支

給
時
（
７
月
中
旬
頃
）
に
新
入
学
に
必

要
な
学
用
品
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

支
給
対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

・
４
月
に
町
の
小
学
校
に
入
学
予
定

・
申
請
時
に
町
に
居
住
し
て
い
る
（
３

　
月
末
日
ま
で
に
町
外
に
転
出
す
る
方

　
を
除
く
）

・
就
学
援
助
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当

　
す
る

就
学
援
助
要
件

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
に

　
な
っ
て
い
る
方

②
市
町
村
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免

　
さ
れ
て
い
る
方

③
固
定
資
産
税
が
減
免
さ
れ
て
い
る
方

④
国
民
年
金
の
掛
金
が
減
免
さ
れ
て
い

　
る
方

⑤
国
民
健
康
保
険
税
が
徴
収
猶
予
ま
た

　
は
減
免
さ
れ
て
い
る
方

⑥
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

　
る
方

⑦
直
近
（
令
和
４
年
１
月
〜
12
月
）
の

注
意
事
項

・
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
申
請
し
た

　
方
全
員
が
必
ず
援
助
を
受
け
ら
れ
る

　
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

・
今
回
の
新
入
学
準
備
金
の
支
給
を
受

　
け
た
場
合
で
も
、
入
学
後
に
「
令
和

　
６
年
度
就
学
援
助
制
度
」
の
受
給
を

　
希
望
す
る
場
合
は
、
再
度
申
請
す
る

　

必
要
が
あ
り
ま
す
。（
た
だ
し
、
就

　

学
援
助
制
度
の
支
給
費
目
の
う
ち

　
「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」
は

　
支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

・
新
入
学
準
備
金
の
支
給
を
受
け
た
後
、

　
町
の
小
学
校
に
入
学
し
な
い
場
合
や

　
町
外
に
転
出
す
る
場
合
は
、
新
入
学

　
準
備
金
全
額
を
返
還
す
る
こ
と
に
な

　
り
ま
す
。
該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る

　
場
合
は
申
請
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

・
提
出
漏
れ
や
審
査
結
果
が
不
認
定
と

　
な
っ
た
場
合
で
も
、
入
学
後
に
「
令

　
和
６
年
度
就
学
援
助
制
度
」
を
別
途

　

申
請
し
認
定
と
な
っ
た
場
合
は
、

　
「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」
と

　
し
て
同
様
の
費
用
を
支
給
し
ま
す
。

・
「
新
入
学
準
備
金
」
の
審
査
で
用
い

　
る
基
準
と
、「
令
和
６
年
度
就
学
援
助

　
制
度
」
の
審
査
で
用
い
る
基
準
で
は
、

　
参
照
す
る
所
得
金
額
の
年
度
が
異
な

　
り
ま
す
の
で
判
定
結
果
が
変
わ
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。

　
世
帯
員
全
員
の
所
得
金
額
の
合
計
が
、

　
所
得
基
準
額
（
※
）
に
満
た
な
い
方

※
認
定
の
所
得
基
準
…
例
と
し
て
、

「
給
与
所
得
者
」（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど

の
勤
め
人
）
で
、
父
・
母
・
子
ど
も
２

人
（
小
学
生
・
中
学
生
各
１
人
）
の
場

合
、
給
与
収
入
が
約
４
０
０
万
円
以
内

な
ら
ば
、
制
度
の
対
象
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
控
除
額
（
社
会
保
険
料
控

除
な
ど
）
や
扶
養
家
族
な
ど
、
収
入
だ

け
で
一
概
に
判
定
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

希
望
す
る
方
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

⑴
申
出
書
・
同
意
書　
※
教
育
委
員
会

　
で
１
月
５
日
（
金
）
か
ら
配
布
。
町

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
様
式
を
掲
載
。

　
同
意
書
に
は
世
帯
全
員
（
高
校
生
以

　
上
）
の
同
意
（
署
名
）
が
必
要
で
す
。

⑵
振
込
先
で
あ
る
申
請
者
（
保
護
者
）

　
名
義
の
普
通
預
金
通
帳
の
写
し
（
口

　
座
番
号
が
確
認
で
き
る
ペ
ー
ジ
）

⑶
就
学
援
助
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
が

　
証
明
で
き
る
も
の
（
①
・
③
〜
⑥
に

　
限
る
）

申
請
期
間　
１
月
５
日
（
金
）
〜
31
日

（
水
）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
※
土
日
祝
除
く

申
請
結
果　
２
月
下
旬
頃
〜
３
月
上
旬

頃
に
、
申
請
者
に
郵
送
に
て
お
知
ら
せ
。

支
給
予
定
額　
５
万
４
０
６
０
円

支
給
予
定
時
期　
３
月
中
旬
〜
下
旬
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　令和５年 10月 20日（金）、「平和な社会につ
いて考える作文」の入賞者に、町長（町忠霊顕彰
会長）から賞状と記念品が贈られました。
　この作文は、町忠霊顕彰会が町内の小学５年
生～中学３年生を対象に募集し、434 作品の中
から小学生の部・中学生の部でそれぞれ、最優
秀賞１人、優秀賞２人、奨励賞３人が選ばれまし
た。

平和な社会について考える作文
　令和 5年 10月 24日（火）、和歌山城ホールにて
「和歌山県更生保護功労者顕彰式」が開催され、大原
エイコさん（山崎）が法務大臣感謝状を授与されま
した。
　大原さんは、民生児童委員として 12 年間活動し
た後、町更生保護女性会会長を 5年間務められ、更
生保護活動や会の発展に幅広くご尽力されました。

　受賞された大原さんは、「これまで大変な事も多かったが、たくさんの方の支えがあって長年活
動を続けてくることができました。今後もこの表彰を励みに地域に根差した更生保護活動を続け
ていきたい。」と話されていました。

法務大臣感謝状

　令和５年 11月 21日（火）、国立大学法人和歌山大
学と包括連携協定の締結式を行いました。
　この協定に基づき、教育支援や生涯学習、多文化共
生の推進などについて連携協力を行います。まずは、
外国人居住者と地域住民との交流機会の提供などに
取り組んでいきます。

和大と包括連携協定を締結

　令和５年 11月３日（金）、「令和５年度かつらぎ町教
育委員会表彰式」を開催し、学校教育振興功労として
坊暁光さん（東渋田）、社会教育振興功労として下林開
吾さん（大谷）が表彰されました。
　坊さんは、ふれあい塾の立ち上げや渋田小学校の学
校運営協議会長を務め、子どもの学習面や生活面の指
導、学校を核とした地域づくりに尽力されました。
　下林さんは、大谷公民館長や大谷児童館長を務め、
地域の教育力や自治能力の向上、子どもの健全育成に
尽力されました。

教育委員会表彰

小学生の部
最優秀賞　大谷小学校６年　森實　奈生さん
優秀賞　　妙寺小学校６年　上久保真那さん
　　　　　大谷小学校５年　草田　有音さん
奨励賞　　大谷小学校６年　德竹　未羽さん
　　　　　笠田小学校６年　美馬　利音さん
　　　　　妙寺小学校６年　平籔　紗栄さん 　２月 11日（日）に開催する「第 23回和歌山

県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会」（紀三
井寺公園陸上競技場～県庁前　10 区間　
21.1 ㎞）に出場するため、町内在住の小中学
生から選抜された選手を中心に「ジュニア駅
伝かつらぎ町選手団」が結成されました。
　選手たちは監督・コーチなどの指導のも
と連日練習を行い、大会に臨みます。

「かつらぎ町選手団結成」
第２3回ジュニア駅伝

かつらぎ町選手団
団　長　　中阪　雅則（かつらぎ町長）
監　督　　清水　大幹（妙寺小教諭）
コーチ　　浦部　　翔（妙寺中講師）、宮浦　宗孝（笠田中教諭）
　　　　　新宅　伸幸（渋田小教諭）、坂口　　祥（生涯学習課）
顧　問　　北山　大輔（妙寺中教諭）、三嶋　大亮（妙寺小教諭）

候補選手（小学生の部）12人
池田　都禾（妙寺小学校６年）
高木　耀浩（笠田小学校６年）
藪下　剛希（笠田小学校６年）
山本華里那（妙寺小学校５年）

北村　　蓮（妙寺小学校６年）
田村　真生（笠田小学校６年）
嶋田　　愛（笠田小学校５年）
中谷　隼規（渋田小学校５年）

木村　光樂（妙寺小学校６年）
三浦　綾花（笠田小学校６年）
平原　六花（妙寺小学校５年）
堀　里緒奈（大谷小学校５年）

候補選手（中学生の部）14人
上垣内　楽（妙寺中学校３年）
西浦ひなた（笠田中学校３年）
田村　希愛（妙寺中学校２年）
山本妃良里（妙寺中学校２年）
西浦ななみ（笠田中学校１年）

浦野　達也（妙寺中学校３年）
髙橋　希怜（妙寺中学校２年）
松下　晟也（妙寺中学校２年）
浦畑　佑奈（笠田中学校２年）
森本　凌生（妙寺中学校１年）

高家　唯斗（妙寺中学校３年）
田中　菜乃（妙寺中学校２年）
向井　悠真（妙寺中学校２年）
坂井　七惺（妙寺中学校１年）

中学生の部
最優秀賞　笠田中学校３年　田中　孝奈さん
優秀賞　　妙寺中学校２年　森實穂乃佳さん
　　　　　妙寺中学校１年　中井　香菜さん
奨励賞　　笠田中学校３年　中　　応介さん
　　　　　笠田中学校３年　角田　真優さん
　　　　　笠田中学校２年　細原　来美さん

表彰式の様子

左から）下林さん、坊さん

町長と大原さん

町長と本山学長

まちのわだいまちのわだい

<敬称略> 写真上）選手団集合写真、写真下）12/2（土）
初練習の様子
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町からのお知らせ

● かつらぎ町公式ＬＩＮＥ・メール
　町ではLINE公式アカウントの運用とメ
ール配信をしています。
　町の行政情報や災害情報など
が届きます。
※LINEとメールの配信内容は同じです。
防災行政無線で配信した情報も届きます。

・ＬＩＮＥ公式アカウント

・かつらぎ町メール

@katsuragi-town

t-katsuragi@sg-p.jp

　空メールを送信すると、「仮登録完了のお
知らせメール」が届きますので、メール内の
URLから登録手続きを行ってください。

● 自分ごと化会議の評価結果
　 に対する町の対応

　７月29日（土）に実施した「かつらぎ町自分ごと化会
議（事業仕分け）」では、４つの事業のうち、１つが「現行
通り・拡充」、３つが「要改善」という評価結果になりま
した。この評価結果に対する町の対応は、次のとおりです。
問い合わせ　企画公室政策調整係（内線2013）

児童福祉施設維
持管理費
（生涯学習課）

要改善

要改善

要改善

現行通り
 ・拡充

障害者外出支援
事業
（住民福祉課）

一般廃棄物収集
運搬事業
（環境課）

かつらぎ町一人
暮らし老人等緊
急通報システム
（健康推進課）

・児童館は、児童館整備計画を見直し、立地条件や利用実態などを
　考慮し、適正な施設の配置を進めます。
・児童公園などは、子どもが利用しやすい環境を整えるため、児童
　館との併設化を進めます。一方、利用実績の少ない公園は廃止し、
　集約化を図ります。
・関係各課との連携により、放課後などにおける子どもの居場所づ
　くりの整備を推進します。
・障害のある方や町身体障害者会をはじめとする関係機関の意見を
　踏まえ検討をします。
・申請方法を見直し、来庁せずに対象者に助成券を送付できるよう
　検討しています。
・ごみの処理状況などを住民の皆さんに、広報やホームページを通
　じて周知啓発に努めます。
・「一般廃棄物処理基本計画」の策定については、現行基本計画の
　見直しを行います。
・「集積所の地区割、個所数、収集日数」の見直しを検討します。
・「個別収集」は、関係課と調整し検討を行います。
・固定電話に加入しない家庭が増えていることから、携帯電話のＬ
　ＴＥ回線を利用する機器の導入を行います。
・申請時に２人の協力員の報告をお願いしていますが、確保が困難
　な場合は、１人でも可能とするなど柔軟に対応します。
・必要な方に利用してもらえるよう、民生委員などと情報共有を図
　り、制度の周知に努めます。

令和５年度自分ごと化会議の様子

事業名 評価結果 町の対応
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● 橋本市と施設相互利用の協定締結

　12月15日（金）、かつらぎ町と橋本市は、住民の利便
性の向上やお互いの市町の交流促進のため「施設相互利
用連携協定」を締結しました。
　４月から、かつらぎ町と橋本市の住民であれば、両市
町の施設を同じ料金で使用できるようになります。 橋本市運動公園

サカイキャニングスポーツパーク（橋本市運動公園）
前畑･古川記念プール、テニスコート、多目的グラウンド

橋本市学文路スポーツセンター（体育館、テニスコート、
グラウンド）

橋本市北馬場454番地

橋本市神野々1193番地

橋本市高野口町名古曽1390番地

橋本市学文路172番地の2

橋本市高野口町伏原806番地の１

橋本市高野口町上中175番地の２

橋本市高野口町伏原395番地

橋本市東家二丁目1番13号

橋本市清水363番地

橋本市高野口町向島135番地

①

②

③

神野々緑地　芝生広場グラウンドゴルフ

住吉運動公園（多目的広場、テニスコート）

橋本市伏原体育館　

橋本市勤労者体育センター　

橋本市伏原テニスコート

橋本市東家体育館

橋本市学文路東体育館

橋本市サカイキャニング温水プール（レインボー）

問い合わせ　橋本市：①運動公園事務所（☎0736－33－1866）、②橋本市文化スポーツ振興公社（☎0736－33－
2317）、③温水プール事務所（☎0736－42－5077）、かつらぎ町：生涯学習課スポーツ振興係（内線 3017）

橋本市の対象施設 所在地

町からのお知らせ

　農業者年金は、農業者
だけが加入できる「農業
者のための年金」です。

問い合わせ　産業観光課
農業振興係（内線2104）

加入資格
①国民年金の第１号被保険者（保険料納付免除者を除く）
②年間60日以上農業に従事する方
③20歳以上60歳未満の方
※年間60日以上農業に従事する60歳以上65歳未満の国民年金
の任意加入者も加入できます。
メリット
・少子高齢化に強い積立方式。
・保険料は月額２万円から６万7,000円までの間で自由に選択
　可能。（35歳未満で一定の要件を満たす方は１万円から選択
　可能）
・終身年金で80歳までの保障付。
・支払った保険料は全額社会保険料控除の対象。
・一定の要件を満たす農業者には、保険料の国庫補助制度あり。

＼ 農 業 者 年 金 に 加 入 し ま せ ん か ／

● 農業者年金
　 のご案内
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町からのお知らせ
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● 高額医療・高額介護合算療養費制度
問い合わせ
国民健康保険・後期高齢者医療…健康推進課保険年金係（内線2056）
介護保険…健康推進課介護保険係（内線2052）

所得要件（旧ただし書き所得） 医療保険＋介護保険

住民税
課税世帯

住民税非課税世帯

901万円超
600万円超901万円以下
210万円超600万円以下
210万円以下

２１２万円
１４１万円
  ６７万円
  ６０万円
  ３４万円

70歳未満の方

負担区分 （75歳以上）後期高齢者医療＋介護保険
（70～74歳）医療保険＋介護保険

上位所得者
（現役並み所
得者）

住民税
非課税世帯

※「低所得者Ⅰ」の区分で介護サービス利用者が複数いる世帯の場合は、限度額の適用
　方法が異なります。

一　　　般

690万円以上
380万円以上690万円未満
145万円以上380万円未満

低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

２１２万円
１４１万円
６７万円
５６万円
３１万円
１９万円

70歳以上の方

自己負担限度額（年額）
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町からのお知らせ

● 「糖尿病予防教室」参加者募集
申し込み・問い合わせ
健康推進課衛生係（内線2054）

● 介護予防実践教室
　（第3講座）

申し込み・問い合わせ
健康推進課長寿社会係（内線6020・FAX22-2940）
メール kenko-cyojyu@town.katsuragi.wakayama.jp

　糖尿病は、初期には自覚症状がありませんが、進行すると心疾患や脳梗塞などの血管疾患
や、神経障害、腎機能障害などの重大な合併症を起こす病気です。５人に１人が糖尿病とい
われている国民病で、かつらぎ町は和歌山県下でも特に糖尿病
の方が多い状況です。糖尿病を予防し、健康長寿を目指しませ
んか？自分に合った食事や運動習慣を身につけましょう。
　参加希望の方は、事前にお申し込みください。

時間　午後1時30分～３時
場所　保健福祉センター３階
対象　次のいずれかに当てはまる方。
・最近血糖値が高くなってきた
・健診で血糖値やヘモグロビンA１cが高いといわれた方
・家族に糖尿病の方がいる方
・将来糖尿病や合併症にはなりたくない方

医師・健康運動指導士
・管理栄養士が

あなたの健康を
サポート

参加無料

参加無料

「糖尿病について知ろう！」医師の講義と
検査（血糖・尿検査・身体測定）
【講師／前田医院 前田至規先生】

「使って貯めよう貯筋運動！」※室内の運
動です。飲み物持参、動きやすい服装でお
越しください。【講師／西風健康運動士】
「糖尿病の合併症予防のために」医師の講
義と検査（血糖・尿検査・身体測定）
【講師／前田医院 前田至規先生】

「血糖コントロールの食事のポイント」
【講師／町管理栄養士】

過去の糖尿病予防教室の様子

第１回
１月29日（月）
第２回

２月19日（月）
第３回

２月26日（月）

第４回
３月11日（月）

　介護予防や健康づくりにつながるバランス
の良い食事や栄養について学びます。

日程　２月１日(木)
時間　午後１時30分～２時30分
　　　※終了後に午後３時30分まで相談会
　　　　あり（参加自由）

場所　保健福祉センター３階研修フロア

内容　毎日の食事と栄養
講師　栄養士 岡井明美氏（オンライン）
費用・人数　無料・20人（要事前申込）
申込方法　電話、FAX、メール、ま
　たはお問い合わせフォームにて
　講座名と連絡先を【１月25日
　(木）までに】お知らせください。
主催　和歌山県 お問い合わせ

フォーム
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町からのお知らせ

かつらぎ町

かつらぎ町
かつらぎ町

● 知ってほしい国保「特定保健指導」「特定保健指導」 問い合わせ　
健康推進課保険年金係（内線2214）

　特定保健指導とは、特定健診の結果から生活習慣病のリスクが高く、生活習慣の改善で予防効果
が期待できる人に専門スタッフがサポートをすることです。令和３年度かつらぎ町の特定保健指導
実施率は28.8％です。対象者の約４人に１人しか利用していません。
特定保健指導を受けるメリット
（１）生活習慣病の予防効果が期待できます。
（２）対象者に合った生活改善方法のアドバイスが無料で受けられます。

特定保健指導実施率
平成31年度 令和２年度 令和３年度

順位
１
２

市町村名
58.0
57.1

割合（％） 割合（％） 割合（％）順位
１
２

市町村名
58.8
53.8

65.5
50.0

順位
１
２

市町村名

35.3
35.0
34.2
28.6
26.3
26.3
24.7
12.8
0.0
30.3

10
11
12
16
17
18
19
29
30

10
11
12
16
17
18
19
29
29

10
11
12
16
17
18
19
29
29

28.4
28.0
26.9
21.5
21.4
20.6
17.6
0.0
0.0
19.7

33.0
28.8
28.7
24.1
23.9
21.7
20.4
0.0
0.0
20.3

「和歌山県の国保の状況」より
県平均 県平均 県平均

あれこれこれインタビュー

Answer　口の中の歯周病菌が血液に乗って移動し、カラダ全体に悪影響を与えている
ことがわかってきました。認知症の約7割を占めるアルツハイマー型認知症は「アミロイ
ドベータ」などの異常なタンパク質が、長年少しずつ脳に蓄積することで発症するといわ
れています。近年の研究により、歯周病菌のひとつであるPg菌が原因となり、アミロイ
ドベータが脳へ蓄積する速度を速めてしまうことがわかりました。
　また、成人で歯を失う原因のうち最も多いのが歯周病ですが、歯が抜けている本数が多
いほど認知症を発症しやすいこともわかっています。認知症を予防する方法や特効薬はま
だ開発途中です。まずは、毎日の正確な歯のブラッシングと定期的な歯科検診によって、
歯周病と認知症を予防しましょう。

▶次回、最終回は「歯が痛くなった時にだけ歯医者さんにいくの？」
　うちた歯科医院　内田憲二先生にインタビューをします。

　今回は、うちた歯科医院の
内田先生にインタビュー！

歯周病があると認知症になりやすい？Question

第５回 歯の健康
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INFO  くらしの情報

マイナンバー休日窓口
※事前予約制

問い合わせ

1／28（日）9:00～13:00

　平日、役場開庁時間内でのマイ
ナンバーカードの申請・受取が難
しい方はお越しください。

住民福祉課住民係（内線 2065）

《
町
長
部
局
》
（　
）
は
前
職

◆
産
業
観
光
課

▽
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長　
村
岡

直
哉
（
同
課
長
補
佐
）

職 

員 

人 

事

異
動
（
11
月
20
日
付
）

 

町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
お
よ
び
物
品
・

役
務
な
ど
に
係
る
「
一
般
競
争
（
指
名

競
争
）
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
」
の

受
付
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間　
１
月
15
日
（
月
）
〜
２
月

29
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
ま
で
※
土
日
祝
除
く

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
事
業
者

向
け
・
入
札
情
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
企
画
公
室
建
築
契
約
係

（
内
線
２
０
１
１
）

お 

知 

ら 

せ

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の

受
付
開
始

◆
申
請
書
配
布　
１
月
５
日
（
金
）
〜

12
日
（
金
）

◆
申
請
書
受
付　
１
月
５
日
（
金
）
〜

18
日
（
木
）

※
各
申
請
書
の
配
布
・
受
付
は
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土
日
祝
除

く
）
ま
で
上
下
水
道
課
で
行
い
ま
す
。

 

な
お
、
受
付
時
に
は
書
類
審
査
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早

く
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
時
手
数
料

責
任
技
術
者　
５
０
０
０
円

指
定
工
事
店　
1
万
円

問
い
合
わ
せ　
上
下
水
道
課
（
☎
22
―

６
５
６
６
）

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
・
指
定
工
事
店
の
新
規
登
録

◆受診期間終了間際は混み合います
　医療機関により受診できる人数が限られています。「もう少し後で受
けよう」と思っているうちに受診期間終了間際になり、希望日に受診で
きない可能性があります。余裕をもって予約してください。

◆検診に応じた受診券が必要です
　受診券は、令和５年４月に世帯分をまとめて送付しています。対象となる検診は受診券と引
き換えに無料で受診できます。紛失した方は再発行が可能ですので、お問い合わせください。

問い合わせ　がん検診に関すること：健康推進課衛生係（内線2053）
　　　　　　特定健診に関すること：健康推進課保険年金係（内線2214）

受診はお済ですか？
がん検診
特定健診

令和５年度のがん検診・特定健診の受診期限が
近づいています。
受診期限：２月29日（木）

新型コロナウイルス感染症の影響で、受診控えをしていませんか？
医療機関では消毒などの感染症対策を徹底していますので、
安心して受診してください。年に１回、定期的に受診することが大事です。



● 広報有料広告募集中

問い合わせ　企画公室秘書広報係（内線2008）

１カ月 １万円

広告掲載サイズ（原寸大）
（縦50mm×横83mm）

　町では、「広報かつらぎ」への有料広告を
募集しています。広報かつらぎは、町に住む
皆さんの目に留まる可能性があります。
　ぜひ貴社の広告、PR活動にお役立てくだ
さい。

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
３
０
０

以
上
の
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

出
願
期
限　
第
１
回
２
月
29
日
（
木
）

第
２
回　
３
月
12
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ　
放
送
大
学
和
歌
山
学
習

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
３
―
４
３
１
―
０

３
６
０
）

　
放
送
大
学
は
、
令
和
６
年
４
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
10
〜
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
８
万
５

０
０
０
人
以
上
の
学
生
が
、
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　
授
業
に
は
３
つ
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
、

Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
視
聴

す
る
、
ま
た
講
師
か
ら
直
接
受
け
る
授

業
が
あ
り
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

　自宅保管でのトラブル（紛失・
改ざんなど）を防ぐため、書いた
遺言書を１通3,900円で法務局に預
けることができ、相続開始後の手
続きが簡略化します。
　遺言書原本は50年間、遺言書デ
ータは150年間保管でき安心です。

　ちなみに…４月か
ら相続登記が義務化
になりますので、手
続きはお早めに。

募
　
集

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　
就
労
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
る
無
業

の
方
に
、
寄
り
添
い
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
お
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
、
Ｐ
Ｃ

ラ
ー
ニ
ン
グ
、
職
場
体
験
・
見
学
な
ど
、

各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
ス
キ
ル

を
身
に
付
け
、
就
労
を
目
指
し
ま
す
。

　
適
職
検
査
、
興
味
検
査
で
自
分
に
合

っ
た
職
種
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
履
歴

書
作
成
、
面
接
練
習
な
ど
、
就
職
活
動

を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

対
象　
15
歳
〜
49
歳
の
方
と
そ
の
家
族

開
所
時
間　
月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前
10

時
〜
午
後
６
時
※
祝
日
除
く

費
用　
無
料

問
い
合
わ
せ　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
き
の
か
わ
（
☎
０
７
３
６
―
33

―
２
９
０
０
）

　
「
働
き
た
い
！
」
を
応
援
し
ま
す
。

（
相
談
・
利
用
無
料
、
秘
密
厳
守
）

相
　
談

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

就
職
相
談

法務局からのお知らせ

問い合わせ　和歌山地方法務局橋本
支局（☎0736-32-0206）
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くらしの情報  INFO

お
詫
び
と
訂
正

広
報
12
月
号
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◆
16
ペ
ー
ジ　
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
×

か
つ
ら
ぎ
町　
講
演
会
＆
親
子
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
７
行
目

﹇
誤
﹈
児
童
教
育
学
科
の
下
温
ま
ゆ
み

講
師

﹇
正
﹈
児
童
教
育
学
科
の
下
温
湯
ま
ゆ

み
講
師

し
も
ぬ
り

し
も
ぬ
り

終活をお考えの方に
法務局（国）であなた
の遺言書をお預かり
します！

詳しくは
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宮本静さん

問い合わせ　環境課環境政策係（内線2066）

地球温暖化対策（脱炭素）に取り組もう

サステナブルで健康な食生活を！
　先月号で「サステナブル」について少しお話しましたが、環境省では次のような『サステ
ナブル（持続可能）で健康な食生活』を提案しています。
①地産地消・旬産旬消のススメ　　　　②ジビエのススメ
③有機（オーガニック）食品のススメ　④菜食のススメ
⑤自産自消のススメ　　　　　　　　　⑥食品ロス減少のススメ
⑦食を通じたカーボンニュートラルの実現などのススメ
　食生活を楽しみながら脱炭素につながったり、健康を増進
したりできますので、できることから始めてみませんか？

おうちでできる取組
（お買い物編4）

次回▶お出かけ編

申し込み・問い合わせ
かつらぎ町老人クラブ連合会事務局（町社会福祉協議会内）（☎22-4311・FAX22-6898）

宮本静さん
ミニライブ
（ギター演奏）
検校たかおさん

老人クラブ
会員以外も
参加可

　老人クラブの自主的な活動を推進し、高齢者
福祉のより一層の向上と充実を図ることを目的
に老人福祉大会を開催します。

日程　２月９日（金）
時間　午後１時～２時 30 分
場所　総合文化会館ＡＶホール
内容　第一部　模範老人表彰ほか
　　　第二部　宮本静さんミニライブ
費用　無料
人数　先着40人（年齢不問・どなたでも）
申込方法　電話、ＦＡＸにてお名前と連絡先、あ
れば「老人クラブへのひと言メッセージ」をお
知らせください。
申込期間　１月４日（木）～19日（金）
主催　かつらぎ町老人クラブ連合会・かつらぎ町

「老人クラブ」をご存じですか？
　各地域では「鶴寿会」、「長寿会」などの名前で親しまれており、
60 歳以上の方ならどなたでも入会できます。子どもたちの登下校
の見守り、神社や公園などの清掃、グラウンドゴルフなどのスポー
ツ、健康や認知症予防を学ぶ講座の企画運営などさまざまな活動
をしています。（左の写真は、健康づくり講座の様子）

第58回かつらぎ町老人福祉大会の開催参加
無料
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相 談 窓 口

有
　
料
　
広
　
告

相談名 相談日 時間 場所 問い合わせ

町内事業者・住民の方
に対して、求人求職の
情報提供・あっせん

ひきこもり青年の
ための「居場所」

無料法律相談

よりみち親の会

ふくし何でも相談

13:30～15:30

19:00～21:00

8:30～17:15

13:00～17:00
（予約制）

13:00～16:00

1/9㈫、22㈪

1/10㈬

1/5㈮、19㈮

月～金曜（祝日除く）

①1/9㈫
②1/16㈫
③1/23㈫
④1/30㈫

①かつらぎ町役場
②高野町役場
③橋本市役所消費生活センター
④九度山町ふるさとセンター
①笠田公民館佐野分館
②笠田東児童館
③かつらぎ総合文化会館

13:30～15:30
（先着順）

就職相談
①1/9㈫
②1/16㈫
③1/10㈬、24㈬

14:00～15:30

8:30～17:15

よりみち菊谷

大谷地域交流センター

ＮＰＯ法人よりみち
☎090-7093-9595

地域福祉センター

同上 同上

同上

保健福祉センター
１階機能訓練室

社会福祉協議会
☎22-5222

健康推進課衛生係
内線6031

役場産業観光課
かつらぎ町
無料職業紹介所
（産業観光課内）
内線2103

産業観光課
商工観光係
内線2103

伊都振興局
企画産業課
☎0736-33-4909

日常生活上の困りごと
など幅広い相談に

理学療法士相談
自宅での自主リハビリや健康
体操の方法などでお悩みの方
消費生活相談
悪質な訪問販売や契
約・取引に関するトラ
ブルなどでお悩みの方

無料職業紹介所

月～金曜（祝日除く）
※電話相談や、訪問
相談も行っています

月～金曜※1/1～8閉館
1/9㈫学生相談
1/10㈬ひきこもり相談
1/12・26㈮女性相談

児童虐待相談ダイヤル

　「虐待を受けていると思われる子どもを発見した｣｢子育
てが辛くてつい子どもにあたってしまう｣など、一人で抱
えないでお気軽にご相談ください。※秘密は厳守されま
す。かつらぎ町児童虐待相談ダイヤル（☎22－8877）
【その他の相談先】
伊都振興局健康福祉部（☎0736－42－3210）
和歌山県子ども・女性・障害者相談センター（☎189番）
※緊急を要する場合は警察（☎110番）まで

納期限
1月31日（水）

● 国民健康保険税　　　　第７期
● 後期高齢者医療保険料　第７期
町税などの納付は便利で確実な口座振
替をご利用ください。
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PicUp!PicUp! 新着図書

図書館
だより
1月の休館日

1～4・15・22・29

開館 9:00～17:00
☎22-0303

小
学
生
の
部

紹
介
者　
森
實
奈
生
さ
ん
（
大
谷
小
学

校
６
年
）

「
逆
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
伊
坂　

幸
太
郎 

（
著
） 

中
学
生
の
部

紹
介
者　
中
応
介
さ
ん
（
笠
田
中
学
校

３
年
）

「
１
万
人
の
脳
を
見
た
名
医
が
お
し
え

る
す
ご
い
左
利
き
」
加
藤　

俊
徳

（
著
）

高
校
生
の
部

紹
介
者　
小
倉
涼
香
さ
ん
（
紀
北
農
芸

高
等
学
校
１
年
）

「
だ
か
ら
私
は
、
明
日
の
き
み
を
描

く
」
汐
見　
夏
衛
（
著
）

●
第
２
回
大
人
が
楽
し
む
お
は
な

し
会
　
大
人
向
け
に
絵
本
の
よ
み
き
か
せ
と

朗
読
を
行
い
ま
す
。
歌
あ
り
、
笑
い
ヨ

ガ
あ
り
、
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
程　
２
月
17
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

場
所　
か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館
３
階

研
修
室

対
象　
中
学
生
以
上
30
人
程
度

費
用　
無
料

申
込
方
法　
１
月
21
日
（
日
）
か
ら
図

書
館
で
配
布
す
る
整
理
券
が
必
要
で
す
。

「世界でいちばんリクエストのおおいくつ屋さん」
十河　孝男ほか（文）
本田　亮（絵）

児童書

一般書

「東家の四兄弟」
瀧羽　麻子（著）

一般書

「存在のすべてを」
塩田　武士（著）

一般書

「あなたの燃える左手で」
朝比奈　秋（著）

「望みがかなう魔法の日記」
本田　有明（著）

児童書

「ふしぎだらけのウナギ」
黒木　真理（監修）

児童書

●
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
大
会
を
開
催

　
11
月
12
日
（
日
）
、
総
合
文
化
会
館

A
V
ホ
ー
ル
に
て
「
第
８
回
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
小
・
中
・
高
校
生
大
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
大
会
に

は
、
小
学
生
８
人
、
中

学
生
９
人
、
高
校
生
１

人
が
参
加
。
お
気
に
入

り
の
本
の
魅
力
を
発
表

し
合
い
、
聴
衆
の
投
票

で
、
チ
ャ
ン
プ
本
が
決

定
し
ま
し
た
。

　
チ
ャ
ン
プ
本
は
、
図

書
館
に
も
所
蔵
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

お 

知 

ら 

せ

左から）森實さん、中さん、小倉さん

さ
さ
や
か
な
幸
せ
を
め
ぐ

る
心
優
し
い
物
語
。

真
実
を
追
求
す
る
記
者
、

現
実
を
描
写
す
る
画
家
。

圧
巻
の
結
末
に
心
打
た
れ

る
。

麻
酔
か
ら
覚
め
る
と
、

「
見
知
ら
ぬ
他
人
の
手
が

移
植
さ
れ
て
い
た
。
泉
鏡

花
文
学
賞
受
賞
作
。

だ
れ
ひ
と
り
取
り
残
さ
な

い
靴
屋
さ
ん
の
お
話
。

日
記
に
願
い
を
書
い
て
、

実
現
さ
せ
る
ん
だ
ー
。

ウ
ナ
ギ
の
秘
密
に
迫
る
ほ

か
、
水
産
業
や
食
文
化
な

ど
、
多
角
的
に
ウ
ナ
ギ
を

紹
介
。
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１月のスケジュール
１/５・12（金）9:00～11:30 
おめでとうコーナー
対象：誕生月の未就園児
誕生日の記念に手形または足形を残しま
せんか？（毎月第１・２金曜日）
持ち物：タオル・ウェットティッシュ

子育て支援センター「はぐくみ」
開館：月～土曜日（祝日除く）
時間：9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
　　　※土曜は午前中のみ
場所：保健福祉センター１階
問い合わせ　内線 6013・080-8317-3788

子育て支援センター子育て支援センターからのお知らせ
…………………………………………………………………………

いつで
も

遊びに
きてね

※イベントは都合により変更となる場合がありま
すので、町ホームページをご確認ください。

　笠田育児サークルと子
育て支援センターの合同
運動会が行われました。
　「森のごちそう」のプ
ログラムでは、おなかの
すいているクマさんに、
どんぐりを食べさせてく
れた子どもたち。
　「がんばれ・がんば
れ！」では、マットや平
均台を乗りこえ、ゴール
を目指しました。
　カラフルなスズランテ
ープがユラユラ揺れ、た
どり着いた子どもたちは
大喜びでした。
　いつでも子育て支援セ
ンターに遊びにきてくだ
さいね。

１/24（水）10:00～11:00
なかよし広場
子育て講座や親子でふれあう交流の場。
内容：「子どもの事故防止について」
定員：10人　要予約：１/10（水）～

子育てに
　悩んでいませんか？お気軽に
　ご相談ください。

文
芸
の
窓

俳
　
句

１/11（木）10:00～11:00
わくわく広場
製作など楽しい活動の場。
内容：「カレンダー作り（冬）」
定員：６人　要予約：12/25（月）～
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１/15（月）10:00～11:00
赤ちゃんクラブ「よちよち」
赤ちゃんとお母さんのふれあいの場。
内容：「ベビーマッサージ」
定員：６組　要予約：１/４（木）～
持ち物：バスタオル・水分

ね

こ
も

こ

は
り

だ
ん
ご

つ
ま



　妊娠中から子育て期に関する相談に応じます。
保健師が常駐していますので、お気軽にご利用
ください。

※詳細は、衛生係までお問い合わせください。

時間  8:30～17:15  場所  保健福祉センター２階
問い合わせ  健康推進課衛生係（内線2059）

● 子育て世代包括支援センター（SUKU²）
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※母子手帳、バスタオルを持参してください。
※乳幼児健診・健康相談では受付時間を個別に通知します。
※午前中の健康相談・教室は午前8時半の時点、午後の健診
・教室は午前11時の時点で警報が発令されていれば中止
とします。ご不明な点はご連絡をお願いします。
※１月・２月の10か月児健康相談・2歳児健康相談は同日開
催で実施します。

● 園庭開放
　園庭開放を利用する方は事前予約をお願いします。
※利用者多数の場合は、利用をお断りする場合があ
ります。また予定を変更する場合がありますので、
町ホームページをご確認ください。

問い合わせ　三谷こども園（☎23-3730）
　　　　　　佐野こども園（☎22-6260）
　　　　　　聖心幼稚園（☎22-1336）

園名 日程 時間

１/16（火）
１/19（金）

三谷こども園
佐野こども園
聖心幼稚園

9:30～10:30
9:30～10:30
9:30～11:00

１/16（火）

日程 サークル名 場所

１/19（金） 笠田育児 笠田ふるさと交流館
１/18（木） 丁ノ町育児 丁ノ町地域交流センター

● 育児サークル（10:00～11:00）

１月 保健カレンダー 問い合わせ　健康推進課衛生係（内線2054）

身体計測・医師による診察・発
達観察・育児相談・離乳食指導

身体計測・発達観察・育児相談・
離乳食指導・歯科指導

身体計測・発達観察・育児相談・
食事指導・歯科指導

身体計測・医師による診察・歯科
医師による歯科検診・発達観察・
食事指導・歯科指導・屈折検査

助産師による母乳相談、栄養士
による離乳食相談など

事業名 日　時 時　間 対　象 内　容
４か月・６か月児
健康診査

３歳６か月児
健康診査

10か月児健康相談

1/31㈬

1/16㈫

1/12㈮
2/9㈮

1/12㈮

1/10㈬

1/10㈬
1/24㈬

2/7㈬

1/11㈭
2/8㈭
1/11㈭
2/8㈭

13：30～
15：00　

13：30～

10：00～

令和５年７・９月生まれ

令和５年７～10月生まれ 股関節異常の有無

受付時間は
個別に通知

ふれあい遊び・手遊び・絵本の
読み聞かせ

令和２年６・７月生まれ

乳児を持つ保護者と妊婦

令和５年６月生まれ

令和５年１月生まれ
令和５年２月生まれ

令和５年２月生まれ
令和５年３月生まれ
令和３年11月生まれ
令和３年12月生まれ

２歳児健康相談

股関節検診
子育て広場
「すくすく」

７か月児教室
「さくらんぼ」

11か月児教室
「りんごちゃん」

ふれあい遊び・子守歌・絵本
の読み聞かせ・ペープサート・
ブックスタート事業による絵
本のプレゼント
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かつらぎ町の人口
（11月末日現在）

15,650人（前月比－3人）　男 7,397人　女 8,253人　世帯数 7,160世帯
出生 3人　死亡 24人　転入 43人　転出 25人
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こんにちは

11月の４か月健診に
来られた赤ちゃんを
ご紹介します♪

赤ちゃん

あんちゃん とわちゃん

ちさちゃんきいちゃん

えとちゃん




